
科目別受講料：会員11,000円／一般13,000円

５．訴訟課程 ５科目
～各科目紹介～

研修項目 研修項目

11/30
水

第一部 知的財産権の種類と選択
第１ 知的財産権の種類
第２ 立体商標
第３ 応用美術の保護に関する知財高裁判決
第二部 商標権と商品等表示の基本構造
第１ 商標権と不競法の商品等表示の違い
第２ 商標・商品等表示になり得る標章
第３ 商標・商品等表示としての使用
第４ 商標・商品等表示の類否判断
第三部 商標権侵害訴訟等における争点
第１ 権利濫用の抗弁
第２ 商標登録無効の抗弁
第３ 並行輸入
第４ 商標権侵害訴訟等における損害額算定

第四部 除斥期間と商標登録無効の抗弁

第五部 知的財産訴訟の構造
－民事通常訴訟との相違点を中心に－
第１ 管轄
第２ 裁判所の構成
第３ 訴訟代理人等
第４ 知的財産権侵害訴訟の二段階構造
第５ 理由付き否認の義務
第６ 文書提出命令とインカメラ手続
第７ 秘密保持命令
第８ 非公開審理手続
第９ 損害額の審理と計算鑑定
第六部 パブリシティ権概説
第１ パブリシティ権とは何か
第２ パブリシティ権に関する最高裁判例

研修項目は予定です。後日変更することがございます。

日時：2022年11月30日（水）13:30～16:30

Zoom講義
3時間×1日間＝約3時間

双方向：講義中に質問を受け付けます

パック受講料 会員66,000円／一般79,000円（税込み）

３．商標ブランド紛争処理法
～商標、不競法のほか
パブリシティ権をめぐる紛争を含めて～

講師：三村小松山縣法律事務所
弁護士 三村 量一 氏

商標権侵害訴訟、不正競争防止法関係訴訟等の標
識系の権利に関する紛争について、具体的事例を挙
げて詳細に解説いたします。
近時の裁判例を踏まえると、商標やブランドの分野で
は、立体商標、周知形態、意匠権及び著作権の間での
権利の選択も問題となりますが、それぞれの権利の特
徴について説明いたします。
また、パブリシティをめぐる紛争への対応についても
最新の状況を踏まえて解説します。


